
ワ カ メ 養 殖 開 発 試 験

足助 光久

は し が き

青森県におけるワカメ香殖 技 術 は近在次第に確立されては来ているが､まだ種苗についての培養､

管理に問題がある｡本年度はこれ らの うち､海中培春種苗の管理方法について試験を行な うと共に､ ワ

カメ着殖の実態を知るためのアンケー ト調査を実施した｡

試 験 方 法

6月末から7月初旬にかけて､当セγク-において採苗を行なVl､室内水槽で数 日培養後､ 7月中旬

に三厭村､蟹田町 (塩越)､平内町 (土屋)､むつ市 (大湊)､の 4地先に垂下 し 附着物の状況､発

芽､生長状況について主に肉眼観察と検鏡に よb検討 した.

｡レクク_は 13免7.塩 ビパイプ (50

C肌×40cnL)にケバ焼 きしたシュロ糸､お

よびハ イクレ混撚糸 (6m.m)を巻いたもの

を使用した｡

垂 下 水 深 は2m､ 7m､および 7mに

垂下後 1ケ月毎に2Tn.づつ上げる､の3通

りとし､それぞれ シュロ､-イクレ枠を設

置 した｡

種枠の掃除は､20日毎に各水深についで

行をうものとした.以上のとおb設置 した

種苗について種 糸 の 種 類 ､垂下水深､掃

除の有無による差を約 20日毎の観察によ

b比戟 してみた.
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第 1図 試 験 場 所

試 験 結 果

種苗の生育お よび附着物状況は第 1泰のとおDであるo

種糸の種類による違いは､各試験 とも-イクレ混撚糸の方が芽の大 きさがそろっているのと発芽数

がやや多い傾向が見られた｡附着物には､-イ トやロブ7､ イ トグサ類､ フジツボ､ ヒビミドロ､ムラ

サキイガイ､甲殻類ヽ梓 藻 類 が みられヽシエロ糸の方がやや太いの とケバ立ちがあるため､附着物

の量が多V,傾向が見 られた. また附着物の種類についてはほ とん ど差は夜かった｡
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第 1表 ワカメ種苗生育および附着物状況

試験 試験 附着物の種類 発 芽 状 況 嘩 糸 の 種 類 垂 下 水 深 掃
除 'の 有 無場所 月日 に よ る 差 に

よ る 差 に よ ろ. 差む 昭和 -イドロシ'7､ 9月中旬に発芽､発芽数､芽の大 2

mに設置 した 掃除を行を?た次のつ請■大 43年七 ヒビミドロ､ 2mおよび 1ケ きき､附

着物に もの､および 7 観察では-､浮泥､碇イトグサ類､ 月毎に2mづつ
に いては､ あま mエb2mづつ ･藻類等については柁ムラサキイガ 上げたも

のが発 b差は見られを 上げてきた もの とん ど差は見られず､月 ィ､
スポヤ､ 芽が多い. いが､-イクレ が､発芽､生長 イ トグサ類が､掃除丁オノ1T-､甲 7mのものでは の方が浮泥の附 とも7机に設置 したも

ので少をい程- 穀類､浮泥､ 枠の

上側がやや 着が少ない. したものに比べ 慶であるo湊 日 桂藻類

､そ の 他 よレb 良レ o辛 同 ハイ ドロゾ7､

10月上旬に発 発芽状況は-イ 2m､お よび 7同上､内町
● ムフサキイガ 芽､ クレの方がやや mよ 上げで ,六

イ､スポヤ､ 2m､および 1 良くシュロの方 た ものが

､発芽月 イトグサ類､ ケ月毎に2mづ は .ヽ浮泥の附着 ､.生長 とも良く､土

甲殻類､浮泥､つ上げたものが が多いo 7m.のものでは屋 A日 珪藻類､その他 良く
､ 7mのも甲では枠の上側 -がや空_良いo 枠の上側が良い.

蟹田町● 同七月 ハイ ドロノア､10月中旬に

発 蟹田地先では､ 18月22日の時 同上､同上､イ

トグサ類､ 芽､時化による 他の地先に比べ 化のため､以後

フジツボ､甲 施設破損のため､附着物は少をい 水深 4mに垂下穀類､柾藻類｣水深別の差は確 頃向が見られた したの

で水深別塩鍾 日岡 浮泥､ 認出来なかった が､シ
ュロの方 の検討は出来夜そ の 他ハイドロノア､が､どの枠 も上 .が浮泥が多かつ側が良ho た0㌦10月中旬に発 発芽,芽の大き か つた02mのものが､

イトグサ類､ 芽､ 2mのもの さは､ やや - 27
nづつ上げた■●.■- ⊥/ヽ アオノリ､甲

が発芽､生長が イクレが良い程 ､もの､ 77rLのも梶村
月- 穀類､桂藻類､良く､ 2mづつ 慶で､あせb差 のに比べて生長浮泥､

上げたもの､ 7 はみられをかつ が良いのがみら九日 そ の 他 Tnのものでは上 たo
た0 7mのもの側が良い. シュロ-浮泥が多いのがみられたo では上側が良い

垂下水深 による差は発芽状況についてみると､水深2Tnに垂下 した ものと水深 7mから1ケ月毎に2m･づつ上げたものが､ 7mに設置 したものに比べ発芽が早 く､生長も良かった｡附着物vtつい

ては､水深が 津くなる程量が多くをる傾向がみられ､ 7mに設置 した ものが一番量が少をかった.附

着物の種類については､ 2mに垂下してお い た ものでイ トグサ類が

やや多い程度で差はみられなかった.掃除の有無による差については､ 20日毎の掃除では碇藻類､浮泥の附着を防 ぐこ

とは 困難であまb効果はみられ夜かったが､ イトグサ類等のやや大きな雑藻については､掃除 しなVlものでは大きく伸



生産数量 : 生234t 乾 5.9t

生産金額 : 生 500万円､乾 460万円

となっておD､問題 点 と して は種苗の確保､流通面､価格､施設の耐波性等をあげている｡

考 察

今回の試験結果から､種糸の種類 による差はあせbみられなかったが､附着物が少をく､発芽状況

がやや良かった-イクレ混撚糸の方が シュロ糸に比べ有利であること､また掃除については､ 20日毎

の掃除とい う方 法 ではあせb効果がないため､更に検討が必要と思われる.垂下水深については､従

来から夏期 の 高 水 温と強V,光線を避けて､中層に垂下しておく方法が とられて来ているが､附着物が

多いのにも拘らず上層で発芽状況が良いことを考えると､垂下水深の操作を今後検討する必要があると

考えられる｡
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